







その他のタイトル Pickbourn (1789) and the Aspectual Restriction





（1）	 *He is knowing it.






形に全く生起しないという訳ではない。例えば Osselton （1980: 454） は、（2a） 
の know は「知らない状態」から「知っている状態」への変化を表していると
述べる。
（2a）	 He had to remember that this man, helpless, an object on the operating table, 
was knowing the meaning of loneliness: ultimate loneliness, not too far from 
the loneliness of dying.




Osselton は、この場合 was knowing の代わりに knew を使うと、目的語である
「孤独の意味」を、主語の人物が、手術台に乗る以前のいつとは特定されないあ
る時点から既に知っていたことを表すことになる、と続けている。（2a）を引用
している Hirtle & Bégin （1991: 122） も Osselton の説明に賛同し、（2b）のよう
な、微妙ながらも何らかの変化過程を喚起する、同類の進行形の例を多数挙げ
ている。
（2b）	 When a baby is enjoying the feeling of being touched, it is knowing that it is 
human. （Hirtle & Bégin: 1991: 122, from an interview on TV: Man Alive, 
CBC January 13, 1975, 太字は筆者）
大きく括れば、これらは、移動などの「変化・動き」が認識され一時的状態を
表すと説明される、He is living in Tokyo などと同じ範疇に入る。I guess と I’m 
guessing の違いは極微少だが、前者は Do you like sushi? への返答としてあり得
るのに、後者は使えない。それも、後者が「今ちょっと考えてみている」とい






る He’s knowing it の類い」の方で、「変化が意識されない状態」を表している
進行形である。このタイプの進行形を、本稿では stative progressive と呼ぶこと
にする。
Stative progressive は、英国ではアイルランド・スコットランドなどの北西部、




方言に愛着を持ち大切にしている作家の小説などでは、（3a） や （3b） のような
進行形に遭遇する。
（3a） 	 	“Can you play that tune, Colin?”  Mrs. Wolfingham asked.  “I wouldn’t be 
knowing that tune, Mrs. Wolfingham,” the young piper answered.
	 （1949: 180, Compton Mackenzie, Hunting the Fairies）
（3b）	 “Where’s Robert?” he asked.  “I ain’t a-knowing.”  Her lips were puffed out, 
her voice sullen.  “He ain’t never tell me where he goes.”  “When did he go?” 
“This e’ening.	 Right after you went off.	 Didn’t he come to the schoolhouse?”






また、19 世紀の初め頃までは、stative progressive は使われていた形跡があ
る。その頃書かれた Jane Austen の小説には、地の文に （3c） のような例が少な
からず見つかる。
（3c）	 Mrs. Elton was wanting notice, which nobody had inclination to pay, and she 
was herself in a worry of spirits which would have made her prefer being 
2	 例えば、The Legend of 1900 という映画のラストシーンに、“You’ll be needing it.” という台
詞が出てくるが、これは、英語の多様性がおり混ざった、You’ll need it では表せない温も
りを残す味わいを醸し出している。こういった例は現代でも頻繁に使われており、stative 
progressive とそうでない progressive は、他の様々な対立概念と同じ様に、実は連続的で階
調をなしているとみることができるだろう。
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progressive もある。John Keats の書簡に出てくる （3d） のような場合である。
（3d）	 Do not live as if I was not existing – Do not forget me.
	 （1820, John Keats, Letters, from Beal: 2004: 79）
	 更に興味深いのは、18世紀において最も権威ある英文法書の一つとされ、標
準英語の形成に関わっていると目されている Lowth （1762: 56）に、現在進行形
の唯一の例文として、I am loving が登場することだ。活版印刷の開始から1800
年までの文法を中心とした英語に関する書をほぼ全てリスト化している Alston 
（1974）や、19世紀の英文法書を網羅している Görlach （1998: 361）を参照する
と、Lowth （1762）は1800年までの38年間の間に42回、その後の1811年までに
少なくとも12回、改訂版を含め増版されている。I am loving を進行形の例とし
て使っているのは Lowth だけではない。全く同じ例が、少し調べただけでも、
Webster （1790: 38, 初版は1784年）から Burr （1797: 99）、Lennie （1810: 39）、
Bullions （1845: 38、初版は1834年）、 Swett （1844: 58, Görlack によれば、初版は 
1843年）、Weld （1849: 100） などを含み、Fowler （1851: 39）に至るまで、いず
れも名の知れた文法書で使われている。19世紀も後半の Whitney （1886: 220）






は、I am loving は実際には使われることがなかっただろうと言う。








に追従して I am loving を例として挙げているとしても、実際に使われている

















ことが考えられる。彼は、1789年に発刊された自著、A Dissertation on the English 
Verb で （4） のように言う。
（4）	 We do not say, I am loving, I am fearing, I am hating, I am approving, I am 
knowing; but we say, I love, I fear, I hate, I approve, I know &c.”






loved, I did love, I have loved, and I was loving を同義と捉えているが、古代語であ
れ現代語であれ、別の時制形式が全く同じ事を表すとは考えられないので、違
いを説明して欲しい』と求められた。しかし、その場では答えに窮し、その後、




このエピソードで注目しておきたいのは、当時の欧州人が、I loved と I was 
loving を同義表現として認識しているという点と、Pickbourn 自身もその場では
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。その一つ、Critical review （1790, 70, pp.148-
151）は、進行形には触れていないが、同書には全体に正当な分析に基づいた支
持できる明察が綴られていると結ぶ。また、Alston （1974）には掲載されてい










を反映している 可能性は低くない。I run と I am running は等しいなどという記
3	 Alston （1974） volume iii の Miscellaneous の章の88頁ではこのドイツ語版の出版年は1790年
となっているが、volume ii、他言語で書かれた英文法書の章、の104頁では1793年となっ
ており、二版存在した可能性がある。




である。例えば、Greenwood （1711:163） は、I am burning はつまり I burn であるとし、John 
Ward （1758: 98） も、I write と I am writing は両者共 今起きていること （an action as now 
doing） を意味すると述べる。Buchanan （1762: 125） は単純形と進行形を beautiful variantsと
説明する。Devis （1801: 56, 初版は1775年刊行）は、I read の代わりに I am reading と言え
ると書いている。19世紀に入っても尚、Cobbett （1818: 135） が He works と He is working
は同意義だと記しており、I run と I am running は等しいという記述があるのは、19世紀も
半ばにさしかかる頃の Barrett （1837: 65） である。
9Pickbourn （1789） と進行形の制限
述もある。二形式を variants として説明する際の例文には、動作動詞が使われ
ている場合が多いが、William Ward （1765: 196） に見られるように、I am having







但し、単純形と進行形が区別されることが Pickbourn （1789） 以前に全く無かっ
た訳ではない。過去進行形の使われ方の特徴については、それまでにも言及は
あった。既に Miege （1688: 70） が I was speaking of you, when you came in など
の例を挙げ、「A Thing that was a doing, but interrupted upon some incident につい
て話す場合に I was と現在分詞を使う」と観察している。Cobbet （1818: 135）
も、I was working は I worked と同じ意味を表すという叙述の後に、前者は I was 




（1789）の前年に発刊された Brittain （1788）では、（5） のような単純形と進行
形を対照した言及が見られる。
（5） 	 Present Tense: Our present Tense, simple, has commonly a sort of vague or 
habitual signification; as, He goes to Church.  Whereas, to express the action 
now actually going on the compound is employed ‘He is going to Church’; 
‘Lord save us, we are perishing.’ Matt. 8. （But he is a going, is a low expres-
sion.）	 （Brittain: 1788: 99-100）
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	 しかし、いずれの場合も、（4） の禁則とは繋がらない。前述したように Lowth
は I am loving を例として挙げており、Miege や Brittain が使っている the action 
now actually going on という表現は、必ずしも進行形の説明だけに使われている
訳ではない。John Ward （1758: 98） は、I write と I am writing は、どちらも an 
action as now doing を意味するとする。Burr （1797: 91） は、A merry Heart maketh 
a cheerful Countenance という例を挙げ、この現在単純形の maketh が an Action 
which is now a performing, and yet is never done, but may be always a doingを表せる
と述べる。また、Bullions （1845: 38） も Bidlake （1863: 23） も I love you などの
現在形は what is going on at present （or now） を表すと言う。いずれにせよ、二
形式の輪郭は曖昧である。




（6a）	 	 First, It is used to express general propositions, which are true at all times; 
5	 Lowth （1762: 55-56） は、“But in discourse we have often occasion to speak of Time not only as 
Present, Past, and Future, at large and indeterminately, but also as such with some particular 
distinction and limitation; that is, as passing, or finished; as imperfect, or perfect.” と 述 べ、
Indefinite, or Underdetermined, Time: Present の例として I love を、Definite, or Determined, 
Time: Present Imperfect の例として I am （now） loving を、Present Perfect の例として I have 
（now） loved を挙げている。また、Murray （1809: 102） は I teach の代わりに I am teaching
と言えるとしながら、進行形は一般的な習慣や感情（affection of the mind） を表すには適合
しないと書いているので、彼の認識では、単純形は進行の意味も表せるが、それは動詞に
よるということだったのかもしれない。この affection of the mind という、Pickbourn と全
く同じ表現が使われているところを見ると、Pickbourn の説明を単に部分的に取り入れた
可能性もある。Murray は単純現在形の用法については Pickbourn を踏襲していると思われ
る説明（1809：80） を展開しているのに、進行形の説明や用法については触れておらず、




as, two and two make four; the whole exceeds a part; the three angles of a tri-
angle equal two right angles; virtue promotes happiness; vise leads to misery.
	 	 Secondly, It is employed to denote habits, or repeated actions; as, he reads 
well, but he writes badly; when he walks out, he mediates.  In this sense we 
sometimes apply it even to persons long since deceased; as, Ovid describes 
the tender passions well ....
	 	 Thirdly, This tense preceded by words when, before, after, till, as soon as &c. 
is sometimes used to point out the relative time of a future action, i.e. to shew 
a relation, with respect to time, between two subsequent actions, one of 
which is always expressed in the future tense: as, when he arrives, he will 
hear the news; he will not hear the news till he arrives; ....
	 	 And, fourthly, in historical narrations, this tense is sometimes substituted for 
the preterite; as, he fights and conquers, takes an immense booty from his 
enemies, which he divides among his enemies, and returns home in triumph.  ....
	 （Pickbourn: 1789: 20-24）
現在進行形は、三番目の現在形として捉えられ、（6b） のように説明されている。
（6b）	 The third present tense, viz. I am writing, may properly be called the present 
imperfect.  It is always definite; for it not only means an individual action, but 
confines the signification of the verb to the present instant, or now; and 
implies that the action has been begun, is now going on, but is not yet com-
pleted.	 （Pickbourn: 1789: 26-27）







一方、Pickbourn 後の文法書には（6a, b） と酷似した記述が容易に見つかる。
例えば、禁則が顕著に多い英文法書として Görlach （2003） や Sundby （2008: 




。Murray （1809: 80） にも単純形に関しては
同様の説明がある。Angus （1839: 38、初版は1825年）のものに至っては、 （7a, 
b）の様に、Pickbourn の記述の主要部である（6a, b） を殆どそのまま丸写しし、
例文の一部を省略化しただけといった格好となっている。
（7a）	 The Present is used,
	 	 First, To express general propositions, true at all times; as, “Two and two 
make four;” “Virtue promotes happiness;” “Vice leads to misery.”
	 	 Secondly, To denote habits or repeated actions; as, “When he walks out, he 
meditates.”  In this sense, it sometimes applied to persons long since dead; ....
	 	 Thirdly, When preceded by when, before, after, &c., it points out the relative 
time of a future action; as, “When he arrives, he will hear the news.”
	 	 Fourthly, In animated historical narrative, it is used for the Passed tense; as, 
“He fights and conquers, takes an immense booty from his enemies, which he 






divides among his soldiers, and returns home in triumph.”
	 （Angus: 1839: 38）
（7b）	 THE TENSES CONTINUATELY
	 	 Imply, that the action is begun, going on but not yet completed; as, “I am 
writing; I was writing; I have been writing.”	 （Angus: 1839: 41）
現在継続している現在を表す形として I love と I am loving を挙げている Bullions 
（1845: 38） でも、単純現在形に関する記述（39-40） は、用法・用例の並べ方一
つとっても Pickbourn のものとの類似性が非常に高い。少なくともこれらの文
法書への Pickbourn （1789） の影響は、疑う余地がない。Tieken-Boon van Ostade 






Stative progressive の制限の方についても同様だ。Knowles （1796） は、（8a） 
の様に記述しており、やはり例を含めて Pickbourn のものを簡略化したものと
なっている。
（8a）	 Participle present, expressive of continued mental Affection, are not used 
after the Verb to be; as, I fear, not, I am fearing; I love, not, I am loving; I know, 
not, I am knowing. 	 （Knowles: 1796: 59）
8	 Tieken-Boon van Ostade （2008: 18）は、これは、彼の四版が書評で剽窃の汚名を着せられ
たからではないかとみている。第16版の Murray （1809）では Pickbourn への言及はないが、
影響は垣間みられる。
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Brown （1823） の説明も、（8b） の様に類似している。
（8b）	 Those verbs which, in their simple form, imply continuance, do not admit the 
compound form; thus we say, “I respect him;” but not “respecting him.”
	 （Brown: 1823: 69）
Angus  （1839: 150） は The clock is standing や He is not at home, I’m thinking と
いった、今では一時的な様や動きを表すものとして解釈可能な例を Scotticisms, 
Vulgar Anglicisms と題した章に挙げている。Butler （1879: 91、初版は1945年） 
は I am loving は not good English とし、Kerl （1868: 24） も love は進行形では使
えないとしている。Bain （1863: 115） は I was supposing や He is not intending が
best English usage に反すると言う。Reed and Kellogg （1880）は、進行形につい
て （9） のようなやや曖昧な説明をしつつ、Pickbourn の禁則を踏襲している。
（9）	 Remark. — The progressive form denotes a continuance of the action or 
being; as, The birds are singing.
	 	 Verbs that in their simple form denote continuance — such as love, respect, 
know — should not be conjugated in the progressive form.  We say I love the 
child — not, I am loving the child.
	 （1880: 216, Görlach （1998: 285） は、初版は1877? としている）
単純形、進行形の用法記述にしても、stative progressive の制限にしても、直接
的にせよ間接的にせよ、Pickbourn （1789）の影響は小さくないように見える。
これまでのところで、19世紀初頭までの文法書には、I am loving を例文に挙
げたり、単純形と進行形を同義形式と見なしたりするものがある一方で、二形
15Pickbourn （1789） と進行形の制限









数は15冊、1700年から1750の Ann Fisher （増版35回） までで、作者不明のもの
を含めて31冊、それが18世紀後半では200冊以上となり、その内1790年代は68
冊である。それも、かなりの回数増版を重ねているものが少なくない。これが、











れた身のこなし方を獲得することが必要であった。Watts （1999: 42） はその中
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核をなすのが、言語であったと論じている。即ち、社会階級の階段を上るには、








（10）	 Greenwood （1711）: Grammar is the Art of Speaking rightly.
	 Lowth （1762）: Grammar is the Art of rightly expressing our thoughts by 
Words.
	 Murray （1809）: English Grammar is the art of speaking and writing the 
English language with propriety.
	 Brown （1823）: English Grammar is the art of speaking, reading, and writing 
the English language correctly.
	 Bullions （1834）: English Grammar is the art of speaking and writing the 
English Language with propriety.
	 Angus （1839）: Grammar teaches us how to express our ideas correctly; and 
is either Universal or Particular. English Grammar, then, teaches to speak and 
write the English language correctly. （First Published in1825）
	 Lennie （1866）: English Grammar is the art of speaking and writing the 























込む事の必要性を力説している。Michael （1987: 325） は、近代後期の英語教育
は、統語構造規則を暗記させるものだったと指摘している。近代英語後期は、
既に英語を母国語とする人々が、自らの言葉の使い方が誤りかどうかに敏感で、
9	 例えば、Knowles （1796） の表紙タイトル全文は、THE PRINCIPLES OF ENGLISH GRAMMAR: 
WITH CRITICAL REMARKS AND EXERCISES OF FALSE CONSTRUCTION. ADAPTED TO 














Percy （2009: 134） は、Greenwood の1753年版の Essay では、write の過去分
詞として writ, wrote, written の三形式が使われていたと言う。そしてその wrote 
が Johnson （1747） や Harris （1751）、Johnson （1755）、Lowth （1762） によって
非難されていたとも言っている。面白い事に、Tieken-Boon van Ostade （2011: 







10	 面白いことに、Postlethwaite （1795） のタイトルは、the GRAMMATICAL ART IMPROVED: 
in which THE ERRORS of GRAMMARIANS and LEXICOGRAPHERS ARE EXPOSED; 
TWELVE TENSES ARE EXPLAINED; and, for the exercise of learners, SUCH an APPENDIX 
is added, As contains an EXPLANATION OF many PARTICULARS needful to be known:となっ
ている。
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り込まれていったと思われる。だとすれば、同じ頃 I am loving を見聞きしても
とりたてて誤った表現と感じない人々と、I am loving は駄目だと言われればそ
うなのかと受容する人々がいて、後者の人々の認識が文法書やそれを使った教
育に後押しされ、禁則が徐々に確固としたものになり、I am loving などの stative 
progressive が標準英語から消えていったということは考えられないだろうか。
４．Pickbourn の Stative Progressive 禁則の特色
ここで、Pickbourn の （4） の規範記述のありかたに目を向けてみたい。 まず
は、（4） の禁則の主語、we である。この we は、英語を第二言語とする人々に
対する英語を母国語とする話者を指しているのでない。文法書の筆者を含んで
いるかどうかも判然とはしない。Watts （1999） に依れば、18世紀の英文法書で




続いている。Pickbourn の規範記述の主語には、まさにこの we が用いられてい
る。前述したように、Brown （1823: 69） や Reed and Kellog （1880: 216）  も、そ
れぞれwe say, “I respect him;” but not “respecting him,”   We say I love the child — 
not, I am loving the child などという言い方をしている。
主語の we が誰であれ、元々誰も stative progressive を使わないのであれば、
それを禁ずる必要はないように思える。これをわざわざ英語を母国語とする人々
の為の文法書に記載しているのは、I’m respecting や I’m loving child が使われる
ことがあり、それを正しくないと是正する必要があったことを意味していると
考える事ができるだろう。前述の Knowles （1796: 59） の I love, not, I am loving; 
I know, not, I am knowing も同類だろう。Bain （1863: 115） が I was supposing や
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誤りなのかを知る必要がある」という Woodbridge （1800: 28）の言も引用して
いる。即ち、文法書には、誤りを同定して是正するだけでなく、その理由も付
されていることが求められていた。Pickbourn の禁則には、まさにその通り、間




Beal （2004: 112-114） は、18世紀の英文法記述には論理志向性もあったと述
べる。近代の様々なテキストでは、例えば、否定辞が重なる二重否定文や、二
重比較級表現、non-emphatic Do （動詞の前に Do があっても特に強調の意味が
ない表現）等が、実際に使われていることがある。それに対して、それぞれ「否
定の否定は肯定になるので誤り（例えば、Murray （1795: 121））」と非難したり、
「例えば、more fairer などのように、既に比較級の形容詞に more をつけるのは
良くない英語　（Ann Fisher （1750: 79））」、「I do write といった形は、意味は単

































はまた別の問題かもしれない。Beal （2004: 114） は、二重否定文や二重比較級
は、当時既に少なくとも標準英語としては廃れつつあり、文法書は既に一般的
になっていた現象を追従した面もあると言う。しかし、そうであったとしても、


















う。Pickbourn （1789） の記述を明らかに模倣した箇所のある Bullions （1834） に




Pickbourn の禁則を受け継いだと思われる Brown （1823） も、20回増版され、彼
の他の六冊の文法書のうち二冊の再版・改訂版数も20 回、24回を数える。禁則
を記述している、前述の Butler （1845）、Kerl （1861）、Bain （1863） も、幾度と
なく再版されており、Görlach （1998） は Bain を19世紀で最も重要な文法書の一
つとして挙げている。Görlach はまた、同じく前述の Reed and Kellog （1880） に
ついても、この書がどれだけ人気を博していたかは発刊数で解ると述べている。




も （4） の禁則を受け継いでいる。これらの文法書は、19世紀には、I am loving












（1711） や Ann Fisher （1750）、Knowles （1796）、Angus （1839） などは、より小
さな本の一頁に40～42行程、註になると更に蟻のように小さなフォントで書か
れており、それらの書に比べると段違いに読みやすい。Pickbourn 自身につい
ての情報は殆どないが、書評では master at boarding school of Hackney と紹介さ



















11	 但し、Lowth （1762）は Pickbourn （1789）とほぼ同じ大きさの本で行数は23行。
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まだ未分化で曖昧だったその役割分担のあり方をいち早く明解に整理し、詳




たこと、Pickbourn 自身の序文などからすると、Pickbourn （1789） が世に出るま




































しかしながら、van Gerdern （2005: 7-9） は、規範が実際の言葉の使い方に影
響を及ぼしていると考えられる現代の現象を幾つも例示している。例えば、彼
女の理論で行けば、関係代名詞は、wh-pronoun から that へと自然に集約・変遷





























（11） 	 Not knowing what to say, she stood there speechless.
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即ち、現在分詞そのものにはaspectualな制限はない。Singing merrily, they walked 













にとまり、英語の標準化のうねりに乗って stative progressive を容認できない感
覚が広まったのが19世紀であるならば、19世紀初頭の小説や書簡で stative pro-
gressive が見られても全く不自然ではない。方言の進行形に制限がない場合が









い。Stative progressive の制限規則は、現代標準英語に（2a, b） のような微妙な
ニュアンスを持った進行形をもたらし、かつ、多様な英語の stative progressive
と共存しているとみていいだろう。
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